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JAXAの災害緊急観測を支えるRESTECの解析技術

2

国・自治体、防災関係機関等の防災利用実証実験参加ユーザー様

変化抽出
浸水・土砂移動推定

前処理
オルソ補正等

単画像解析
浸水域推定

偏波解析
土砂移動推定

干渉解析
その他

解析結果を提供
自動処理：観測後2H以内
手動処理：観測後5H以内

観測、解析の要求
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確度の高い情報提供のため、大切な事前の情報収集
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観測要求 観測日時・場所の決定
発災
或いは

災害に繋がる事象

観測 受信 解析

解析データ入手までの時間は最短で半日程度

➢ 解析者はこの間に解析に資する情報をできるだけ多く収集する
➢ 観測調整者は更に短時間で情報を収集しなければならない

主な情報ソース

➢ 報道（新聞、WEBニュース）
➢ 気象情報
➢ 国・自治体・防災関係の被害報
➢ 川の防災情報
➢ 道路交通情報（例：通れた道マップ）
➢ SNS（Spectee Pro）

主な災害対応の流れ（解析に至るまで）

➢ 「いつ・どこを・どのように」観測するのか

➢ 「どこで・どのような」被害が発生している
可能性があるのか
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【事例】熱海土石流災害

4

土砂災害危険箇所（土石流）

報道されている熱海の土石流はどこ？

SNSや報道の動画像

位置の確認・特定

特徴的な建物や
キーワードが取
得でき、地図や
衛星写真と照合
できる

最優先に判読し、周辺の
土砂移動の有無を確認

©Spectee

©Spectee
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【事例】熱海土石流災害の解析結果
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流下・堆積域

崩壊・流下域

この地図は、国土地理院ウェブサイトの令和3年(2021年)7月1日からの大雨に関する情報の「崩壊地等分布図及び土砂
堆積範囲図（7月6日第3報公開）」を利用しています。また、鉄道線は「国土数値情報 鉄道データ」、道路情報は
OpenStreetMapを利用しています。解析画像は、COSMO-SkyMedデータ（COSMO-SkyMed Product – ©ASI – Agenzia
Spaziale Italiana 2021. All rights reserved. Analyzed by ©RESTEC）を利用しています。
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SAR単画像による浸水域推定（研究開発初期段階）
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➢ 観測条件の緩和のために、単画像でも浸水域を推定可能な技術を開発

SAR後方散乱強度画像 浸水域推定結果

「水域の後方散乱は低い」特徴に基づく、浸水域の推定結果
【利点】 自動処理可能・処理が高速
【欠点】 浸水域と疑われる箇所（上記特徴箇所）を“全て”抽出・この結果から絞り込みが必要

©JAXA Analyzed by RESTEC, Included ©JAXA

※令和２年７月豪雨の例（筑後川周辺）



Ａｌｌ ｒｉｇｈｔｓ ｒｅｓｅｒｖｅｄ ＲＥＳＴＥＣ ２０20

経験に基づくデータ分析や表現に進化
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➢ 推定浸水域（前頁）から、浸水深を推定するアルゴリズムを開発
➢ 判読処理時間の削減のために、推定浸水域を確実度に応じて分類する技術を開発

推定浸水域 推定浸水深

確実度で分類

より確度の高い
推定浸水域マップ

Analyzed by RESTEC, Included ©JAXA

外部情報を活用して、更に確度
の高い情報や動的な情報を配
信することで災害・防災情報とし
て強化する
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■強み
• 面的な被害推定情報が得られる

• 客観的かつ定量的な情報が得られる

• SARにより悪天候下や夜間の情報収集ができる（風水害に強い）

• 特定時点の被害抽出はほぼ自動化された

■悩み
• 発災から観測までの間、観測から次の観測までの間の情報が欠落する

• 季節変化や人工改変などを察知することが難しい（誤抽出、誤判読の要因）

• 解析結果の確実度を証明できる必要がある（信頼性の向上が必要）

• 完全自動化にはまだ不安が残る

衛星主体であることの強みと弱み（悩み）
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株式会社Spectee様との協業で、これらの悩みを解決するとともに、SNSが抱える悩みも解決し、
衛星データとSNS情報により新たな防災情報のカタチ（業務の変革）を創造する
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